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主  題 : 私たちは、霊的ドクター 

聖書箇所 : テサロニケ人への手紙 第一 ５章１４－１５節 

 

私が浜寺聖書教会に来たのは１９９９年の終わり頃で、２０代前半でした。今５０歳になりました。 

当時から私は非常に愚かで高慢な者です。そんな私にもかかわらず、多くの兄弟姉妹の方々から支えて

いただきました。私が罪を犯した時には厳しく愛をもって責め、戒めてくださり、落ち込んだ時には寄り

添い、励まし、慰めてもらいました。本当に成長の遅い者でしたが、２０１１年に皆さんに見送られて鹿

児島に戻りました。今、私が持っている聖書はその時にいただいたものです。表紙を開くと『忠実な歩み

に心から感謝します。主の恵みにあって成長してください。』と書かれています。この聖書をそれ以来ず

っと使っています。鹿児島に戻ってからの私は、浜寺聖書教会を模範としたいと思っていました。今でも

そのように思っています。それは決して、この教会が完璧だからという意味ではないです。この教会が、

さまざまな問題や困難の中にあって、キリストに対する信仰と希望をもって隣人への愛を示し続けてい

たからです。 

〇Ⅰテサロニケの手紙の概要 

今回、メッセージの依頼を受けた時に、その思いを持って、テサロニケの手紙から話したいと感じまし

た。それは、テサロニケの教会が、まさにさまざまな問題と困難の中にあって、キリストに対する信仰と

希望をもって愛を示し続けた教会だからです。私が浜寺聖書教会を模範としているように、テサロニケ

の教会はマケドニヤ地域の信徒たちの模範となりました。Ⅰテサロニケ１：７に「こうして、あなたがた

は、マケドニヤとアカヤとのすべての信者の模範になったのです。」とあります。皆さんときょう一緒に、こ

のⅠテサロニケを見ていきたいのですが、その前にこの手紙の概要をお話しさせてください。 

この手紙はパウロが最初に書いた手紙であろうと言われています。テサロニケの教会ができた経緯は、

使徒１７章に記されています。パウロとシラスがテサロニケを訪れて「イエスが王であり、イエスが救い

主だ」と伝えると、多くのテサロニケ人がイエス様を信じ、パウロとシラスと同じような宣言をするよう

になったのです。そうすると、彼らの信仰によって迫害が起こりました。パウロとシラスは、やむなくテ

サロニケを出て行くことになりましたが、その後、テモテを通して、テサロニケのクリスチャンたちが迫

害にも負けず、成長しているとの報告を受けたパウロは、いても立ってもいられなくなり手紙を書いた

のでしょう。 

この手紙は大きく二つに分けられています。一つは１－３章で、ここではテサロニケのクリスチャン

たちが、どのように偶像から立ち返り、困難の中にあっても誠実に歩み続けてきたのかということを賞

賛することばが書かれています。次に４－５章では、信仰者としてますます成長するようにと励まして

います。このパウロの書いた二つのセクションの一つ目では、テサロニケのクリスチャンの信仰と希望

と愛があふれていることに対する感謝の祈りが最初に出てきます。３章と４章の間のつなぎでは、希望

と愛と聖さが増し加わりますようにと祈っています。そして５章の最後では、聖さが保たれますように

と祈っています。つまり、二つのセクションを祈りで挟んで囲っているような状態です。二つ目のセクシ

ョンの最初の方で、パウロはテサロニケのクリスチャンたちに、信仰者としてもっともっと成長するよ

うにと励ましをします。Ⅰテサロニケ４：１で「終わりに、兄弟たちよ。主イエスにあって、お願いし、また

勧告します。あなたがたはどのように歩んで神を喜ばすべきかを私たちから学んだように、また、事実いまあなた

がたが歩んでいるように、ますますそのように歩んでください。」と言います。パウロは愛するテサロニケの

クリスチャンたちが、ますます主が喜ばれる歩みをしていくようにと励まし、勧めます。そして、彼らが

主が喜んでくださる教会へと成長するために何が必要なのか、何を求めていくべきなのかを教えていま



す。また、それを行うようにと励ましています。 

きょうは、パウロがテサロニケのクリスチャンたちに勧めた「教会の中における責任」について、Ⅰテ

サロニケ５：１４－１５を見ていきたいと思いまが、文脈を考えると、本来ならその前の１２節から見て

いくべきだと思います。１２－１３節では「あなたと教会のリーダーとの関係における責任」について、

１４－１５節では「あなたと兄弟姉妹との関係における責任」について、１６－２２節では「あなたと神

様との関係における責任」を教えています。きょう見る１４－１５節ですが、これは、私がこの教会の中

にいた時に、皆さんからすばらしい交わりの中で受けたものです。それゆえに、私はこの教会の皆さん

が、このみことばを今も実践していて、ますます主が喜んでくださる教会へと変化していると確信して

います。それだけでなく、愛する浜寺聖書教会の皆さんが、これからも継続した交わりを続けていくこと

で、この先の未来も同様に、主が喜んでくださる教会へと成長していくことを期待しています。それでは

きょうのみことばをお読みします。 

Ⅰテサロニケ５:１４－１５ 

「:14 兄弟たち。あなたがたに勧告します。気ままな者を戒め、小心な者を励まし、弱い者を助け、すべて 

の人に対して寛容でありなさい。:15 だれも悪をもって悪に報いないように気をつけて、お互いの間で、 

またすべての人に対して、いつも善を行うように務めなさい。」 

まず文頭は「兄弟たち。」ということばで始まっています。「兄弟たち。あなたがたに勧告します。」と、

パウロは勧めているわけです。つまり、これは特別な立場や役割を持っている人限定なのではなく、テサ

ロニケの兄弟姉妹すべてを指して言っているわけです。つまり、信仰者すべてに対してです。このことを

私たちに当てはめるならば、ここにいるすべての信仰者が該当します。この箇所から何を学ぶのかを簡

潔に言うと、タイトルにもあるように「“私たち(あなた)は、霊的ドクター”としての責任がある」とい

うことです。もしあなたが、神様に喜ばれる教会へと成長していきたいと願うならば、このことを実践す

るべきです。実践することで神様に喜ばれる教会へと成長していきます。ですから、信仰者はたましいを

扱う医者であるべきなのです。これは決して、牧師や長老などの霊的リーダーだけにさせておけばいい

ものではありません。「私には無理だ」、「私には関係ない」ではなく、私たちはお互いの交わりの中で、

これらを常に意識していないといけません。しかし、もし私たちが、５：１４－１５だけに注目して霊的

リーダー、霊的指導者を無視して行うなら、そこには危険が伴います。なぜなら、その前の箇所５：１２

－１３には「:12 兄弟たちよ。あなたがたにお願いします。あなたがたの間で労苦し、主にあってあなたがたを指

導し、訓戒している人々を認めなさい。:13 その務めゆえに、愛をもって深い尊敬を払いなさい。お互いの間に平

和を保ちなさい。」と書かれています。「あなたがたの間で……」、つまり、教会の中で「労苦し、主にあって

あなたがたを指導し、訓戒している人々を認めなさい。」と言うのです。私たちは、教会の中で霊的リーダー

のもとに身を置き、みことばを教えられて、神様のみこころを学ぶわけです。つまり、１４－１５節の働

きを私たちが行うにあたり、群れの霊的リーダーを軽視して、自分勝手に行うということは決して正し

いことではないのです。ですから、１４－１５節を実践するためには、１２－１３節とセットにして（合

わせて）考えて実践していくべきです。 

しかし先にも述べたように、リーダーたちがした方が確かで、彼らの方がみことばをたくさん知って

いるから任せておいた方が良いという考え方になっているのであれば、私たちは１４－１５節のみこと

ばの実践を放棄してしまうことになります。教会にはいろいろな人がいます。ですから、互いの交わりの

中で、その人がどのような状態なのかを正しく見極める必要があります。霊的ドクターであるあなたは、

極力、誤診をなくす努力が必要です。それは簡単なことではありません。難しいことです。だからこそ、

教会での霊的リーダーたちを認め、尊敬し、そのアドバイスに耳を傾けることが必要なのです。 

ですからきょうは、Ⅰテサロニケ５：１４－１５を通して、私たちひとりひとりが霊的リーダーのアド

バイスのもとに“霊的ドクター”となり、交わりの中で１４－１５節のみことばを実践することにより、



この教会がますます主に喜ばれる教会へと成長していってくださることを期待しています。 

〇あなたと兄弟姉妹との関係における責任 

では、どんな人がいるのでしょうか。パウロは次のように教えています。 

１．気ままな者を戒めること １４節 

まず出て来るのは「気ままな者」です。「気ままな者を戒めなさい」と言われています。２０１７年度

版では「怠惰な者」と訳されています。 

ａ．状態 

「気ままな者」ということばは、「否定することば」と「定まった位置に置く」の合成語です。この人

物はいるべき場所にいないのです。また、このことばは軍隊用語として使われていることばです。軍隊の

行進において道を外れることです。軍隊では上官の命令に従わなければなりません。与えられた持ち場

を離れてはいけないのです。このことばを私たちに当てはめて考えるのであれば、私たちが従うべきは、

当然、神様です。主のみことばに従わなければならないのです。もし主のみことばに従わないなら、「気

ままな者」となるのです。テサロニケの教会の中にも「気ままな者」がいたことがわかります。Ⅱテサロニ

ケ３：６－１２から、ある神学者は「おそらく再臨を熱望する熱狂的な人がいたのだろう」と言います。

彼らは教会の秩序を乱すようなことをしていたのです。Ⅰテサロニケでのパウロの警告を受け入れなか

った人々がいたのでしょう。私たちも、主のみことばに聞き従わないでいるのであれば、「気ままな者」、

「怠惰な者」なのです。つまり、教会の中で無責任で、規律を乱し、正しく歩もうとしない、罪を犯して

いる者なのです。この教会の中で、積極的に「私は無責任になろう」、「私は規律を乱してやろう」とい

う人はいないと思います。しかし、私たちもだれかに対して無関心であったり、なすべき正しいことをし

なかったり、腰が重くなって積極的にならなかったりすることがあるかもしれません。ヤコブは、ヤコブ

４：１７で「こういうわけで、なすべき正しいことを知っていながら行わないなら、それはその人の罪です。」と

教えています。私自身もそのような時があります。そのような思いを抱いている時、私は「気ままな者」

へと変っているのです。そのような私を、そういった人々を、教会の中で放置してはいけません。適切な

対応をしなければいけないのです。放置するなら、神様に喜ばれる教会へと変化していくことの妨げに

なるのです。 

実は、そのような罪は私たちの日々の生活の中に出てきます。たとえば男性の皆さん、妻との時間や妻

の必要、子どもたちとの時間や子どもたちの必要に目を向けずにいるなら、それは「気ままな者」になり

ます。また、教会の中で、だれかと関係をこじらせているのであれば、和解をしなければなりません。し

かし、和解すべき人がいるのに和解をせずにいるなら、それも「気ままな者」なのです。孤独な兄弟姉妹

がいるのに放置をする、交わりを求めずに礼拝だけ出て帰ってしまう、これも「気ままな者」です。そう

考えると、私の中にも、また皆さんの中においても身近なものではないですか？ 

ｂ．命令 

“霊的ドクター”であるあなたが、互いの交わりの中で、そのような者に気がついたのなら、どうする

べきでしょう。薬を与えなければいけないのです。どのような薬でしょう。パウロは言います。「戒めな

さい」と。これは責めることです。はっきりと警告を与えないといけません。２０１７年度版では「諭し」

ということばが使われています。このことばは辞書で、「物事の道理をよく言い聞かせてわからせる」と

説明されています。つまり、「気ままな者」に対して、「あなたは罪を止めなければならない」、「悔い

改めないといけない」と言うだけではなく、なぜそれが罪なのか、なぜそれを止めなければいけないの

か、そしてどのように生きるべきなのかを相手にわかるように伝えなければならないのです。助言を与

えなければなりません。私たちクリスチャンは、互いの間で平和を保つべきですが、教会の中で秩序を乱

す者に対しては、責めるべきであり、兄弟姉妹に対して無関心で無責任な人物は、その行動が間違いだと

責められるべきなのです。警告が与えられるべきであり、悔い改めを勧められるべきなのです。 



教会の中で罪を放置してはいけません。それゆえに教会全体でなすべきことです。曖昧に優しく語っ

てはいけないのです。時に私たちは「罪人だから仕方ないよね」と言って曖昧にしてしまうことがありま

す。パウロは、はっきりと「戒めなさい（諭しなさい）」と言います。明らかな罪を犯しているのであれ

ば、神様が喜ばれる道へと連れ戻さないといけないのです。 

あなたがここで、次に挙げられている「（小心な者を）励まし」という薬を「気ままな者」に与えてしま

ったらどうなるでしょう。それは罪を容認するだけではなく、かえって罪を犯すようにと後押しするこ

とになるのです。私たちは、交わりの中で「気ままな者」に気づいたのであれば、“霊的ドクター”は、

戒め、諭すことが必要なのです。正直、それは勇気のいることだと思います。主の知恵が必要なのです。

だからこそ私たちは、霊的リーダーと相談し、どのようにして愛する「気ままな者」と向き合うべきかを

学ぶ必要があるのです。あなたが、この教会がますます主に喜ばれる教会へと成長していくことを願っ

ているのであれば、このことを実践しなければなりません。箴言２７：５で「あからさまに責めるのは、ひ

そかに愛するのにまさる。」とあります。私たちは相手を愛するがゆえに、主の前に犯しているその罪を悔

い改めるようにと勧めないといけないのです。 

２．小心な者を励ますこと １４節 

 次に出てくる人物は「小心な者」です。「小心な者を励ましなさい」と言われています。 

ａ．状態 

「小心な者」ということばを普段の会話で使うことはあまりないですが、このことばは「小さな魂」と

言われています。「小心な者」は心配しているのです。恐れを抱いています。落胆しているのです。さま

ざまな状況に圧倒されている状態なのです。また試練の中にあって、信仰が弱くなり、だんだん絶望し、

希望を失っている状態のことです。私たちもこのような状態に陥ることがあります。思わぬ病気のため

に失望し、希望が持てない。愛する者を失い落ち込む、失業してこれからの生活に不安がある、家族や友

人に伝道したが相手の顔色をうかがって勇気が出ない、こじれた相手と和解したいけれど何と言ってい

いかわからず勇気が出ない、自分の救いに確信が持てず不安に思う、などなど……。 

テサロニケのクリスチャンたちも、おそらくそのような状況にあったのでしょう。教会の中には、すで

に亡くなった信仰者たちのことで思い煩っている人たちがいたのです。４：１３に「眠った人々のことに

ついては、兄弟たち、あなたがたに知らないでいてもらいたくありません。あなたがたが他の望みのない人々のよ

うに悲しみに沈むことのないためです。」とあり、おそらく先に亡くなった信仰者たちのことで悲しみ沈ん

でいる人たちがいたのだと思います。また５：４－５を見ると「：4 しかし、兄弟たち。あなたがたは暗闇

の中にはいないのですから、その日が、盗人のようにあなたがたを襲うことはありません。:5 あなたがたはみな、

光の子ども、昼の子どもだからです。私たちは、夜や暗やみの者ではありません。」とあります。テサロニケの

クリスチャンが、救いに確信を持てず、主が迎えに来られる時に、私は引き上げてもらえるのだろうかと

いう不安を感じていたことを示唆する文章です。私たちの周りにも「小心な者」がいると思います。交わ

りの中で、そのような人物を見つけることがあると思います。さまざまな試練の中で落ち込み、希望を失

い、力をなくしている人がいると思います。私自身もそうでした。自分と両親との関係の中にある問題や

娘たちの病気や手術に関して、また経済的な困難など、何度も何度も落胆しました。恐れを抱き、失望し

ました。 

ｂ．命令 

そのような「小心な者」に対して、“霊的ドクター”であるあなたは、交わりの中でどのように接する

べきなのでしょう。パウロはこの薬――「励まし」を与えなさいと言うのです。「小心な者」に、いきな

り「戒め」を与えてはいけないのです。「小心な者」が「気ままな者」に変化することがあります。たと

えば、関係をこじらせているのに和解をせずに、どうしたら良いのだろうと不安を感じている人が、その

問題を放置し、そのまま「気ままな者」へと変化することがあります。しかし、だからと言って、いきな



り「小心な者」に対して「戒め」の薬を与えてはいけなのです。パウロは、落ち込み、勇気を失い、希望

を失っているような人には「励まし」を与えるようにと教えているのです。そして、このことばは、ほか

の箇所で「慰め」とも訳されています。「小心な者」に対して、“霊的ドクター”であるあなたは、慰め、

励ましを与えることが必要だと言うのです。 

この「励ます」というのは、ただ「頑張れ！」、「主がともにいてくださるから大丈夫！」というもの

ではないのです。このことばは「近い」と「話す」の合成語です。同じことばをパウロは、Ⅰテサロニケ

２：１２で使っています。ここを見ると、どのように「励まし」を与えれば良いかの参考になります。２：

１１から読みましょう。「:11 また、ご承知のとおり、私たちは父がその子どもに対してするように、あなたが

たひとりひとりに、:12 ご自身の御国と栄光とに召してくださる神にふさわしく歩むように勧めをし、慰めを与え、

おごそかに命じました。」と。ここで「慰め」と訳されていることばが「励まし」と同じです。つまりパウロ

は、遠くから「しっかりしろよ！」と指示するようなものではなく、彼らに近づき、父親のようにそばに

寄り添って励ますということです。先ほど４：１３で見たように、先に召された人たちがどうなったのか

知らずに落ち込んでいた人たちに対して、パウロは正しい知識を与えて励ましました。つまり、真理のみ

ことばを与えるのです。落ち込んでいる人に対して、真理のみことばによって希望を与えるのです。神様

がどのようなお方なのか、あなたのために何をしてくださったのか、聖書は私たちに教えてくれます。 

みことばは私たちに希望を与えてくれるのです。医者が患者を正しく診断する必要があるように、私

たちも同じように、教会内の愛する兄弟姉妹について、互いに正しく知る必要があります。何に悩んでい

るのか、どんなことを抱えているのか、愛する兄弟は何に対して落ち込み、不安を抱いているのか。たま

しいの医者であるあなたは、その人に適切なみことばを与え、希望を語り、励まし慰めるのです。そのた

めに私たちに必要なものは教理です。みことばです。みことばの正しい理解です。この講壇から霊的リー

ダーたちが語る主のみことばに対して、皆さんは熱心に耳を傾けないといけないのです。みことばを熱

心に学び、求める必要があるのです。私たちは学ばずに間違った診断をして、キリストのからだを傷つけ

ることがあります。間違った助言をし、人々をつまずかせることもできるのです。人はそれぞれ違う状況

や状態にあるのだということを正しく理解するように努める責任が私たちにはあるのです。 

３．弱い者を助けること １４節 

 次に出てくる人物は、どのような者でしょう。「弱い者」です。「弱い者を助けなさい」と言われます。 

ａ．状態 

 「弱い者」ということばは「力がまったくない」とか「無力」と言われています。これは決して肉体的

な弱さの話ではありません。そのような意味で使われている箇所もありますが、ここでは「霊的な弱さ」

を抱えている者です。その「弱さ」とは何でしょう。私が理解している範囲で言えば、霊的な正しい知識

が乏しい者であり、霊的な判断において弱さを覚えている人たちのことです。たとえば、ローマ１４：１

－１５：３や、Ⅰコリント８章に、弱い信徒が出てきますが、このような状態にある人たちのことです。

彼らは、キリストにある自由を恐れている人たちとも言えます。規則や習慣を大事にし、「偶像にささげ

た肉など食べない」、「〇〇をしなければ信仰者としておかしい」などと縛り、それを一生懸命守ろうと

します。しかし、守り行っている中で、それでも変わらない自分を見た時にどうなると思いますか。傷つ

き、つまずいてしまうのです。そのように弱い良心を持っている人のことを教えています。聖書的な正し

い知識が乏しいため、その良心は聖書的に鍛えられておらず、未熟なのです。そのため、霊的識別力にお

いて弱いのです。 

私が牧会する中で、信仰告白したばかりの人に、「祈る時には目の前で十字をきらないといけないので

すか」と質問されたことがあります。また、「献金はいくらささげたら良いのですか」など、弱さゆえに、

どのように判断すれば良いのか、実際の信仰生活の中でどのように生きて行けば良いのかが、わからな

いのです。そのような人たちは、神様の前に正しいことをしたいと願いますが、自分が正しいと思うこと



をやり始めてしまうのです。また、弱さゆえに「弱い者」が「気ままな者」や「小心な者」へと転じること

もあるでしょう。それは、霊的未熟さゆえに起こり得ることです。みことばを正しく理解せず、判断を誤

ったりしてしまいます。 

ｂ．命令 

では、交わりの中で“霊的ドクター”である私たちは、その人物に対して、どのように接するべきなの

でしょうか。パウロはこの薬――「助け」を与えなさいと言うのです。この「助ける」ということばは、

「世話をする」とか「面倒を見る」という意味です。 

ウォーレン・Ｗ・ワーズビー先生は本の中で、このことばを直訳すると「弱い者をしっかりつかみなさ

い」と言われています。「弱い者」をつまずかせないように、しっかりとつかみ支えてあげること、実際

的な霊的な助けを与えることが必要なのです。パウロがテサロニケにいる時に、テサロニケのクリスチ

ャンたちにどのように接してきたのか、Ⅰテサロニケ２章を見ればわかります。パウロたちは、彼らに対

して母のようにふるまい、父のように接していました。彼らは、パウロたちの生き様を見て、どのように

歩んでいるのか、どのように考え判断していくのかを間近で見ていたのです。 

私の息子は今、中学２年生です。彼は小学４年生からバスケを始めました。それまでマジックテープ使

用の靴を履いていたので、当初、靴紐を自分で結べませんでした。そこで私は、彼のそばに立ち、実際に

やって見せました。ある時は彼の後ろから手をまわして彼の手を取り、結び方を教えました。彼は成長

し、今では自分で靴紐を結べます。それどころかそれを応用し、試合中に簡単にほどけないように難しい

結び方ができるようになりました。同じように、霊的にまだまだ成長しなければならない私たちも、霊的

な信仰の先輩からの、みことばを実践して生きていくための助けが必要です。また、“霊的ドクター”で

あるあなたは、「弱い者」に気づいたのであれば、ただみことばを述べるだけでなく、その人のそばで、

信仰者としての生き様を見せていかなければなりません。みことばを教えることも大切ですが、それ以

上に、実際にどのようにみことばから生きるべきなのかをあなたの生き様を模範として示し、それを通

して教えていかなければならないのです。「弱い者」に寄り添って、さまざまなことを教え助けるのです。 

４．すべての人々に寛容であること １４節 

最後に出てくるのは「すべての人に対して寛容でありなさい」ということです。この「寛容」というこ

とばは、「怒る」と「長い（遥か遠い）」が組み合わさったことばです。ここに「怒り」の爆弾があると

イメージしてください。その爆弾からの導火線が非常に長いのです。着火しても、爆発するのにものすご

く時間がかかるのです。逆に短いと、すぐにボンッと爆発します。このように「怒り」と「長い」が合わ

さることで、「寛容」もしくは「忍耐」とも訳されています。 

これまで出てきた「気ままな者」、「小心な者」、「弱い者」。このような人に対して、この「寛容・忍耐」

は必要であり、効果的です。これは、「気ままな者」に対して罪を見逃すという意味ではありません。「気

ままな者」に「戒め」を与える時、最初は冷静に「兄弟、この罪は神様の前に正しくないから悔い改めな

いといけないですよ」と話していても、相手に変化が見られないと、次第にイライラしてきませんか。

「なぜわからないのか」、「これほど説明しているのにどうして」と感情的になってきたりしませんか。

「寛容・忍耐」を忘れる時に、私たちは次第にそのような思いが出てきます。また「小心な者」を励ます時

も同じです。最初は愛を持って励ましているつもりが、「まだ落ち込んでいるのか」、「いつまでグチグ

チ言っているのか」とイライラしてしまうことがないですか。「弱い者」を助ける時も、最初は寄り添っ

て助けているつもりが、「まだこんなこともわからないのか」、「何度言えばわかるのか」のようなイラ

イラが起こることがありませんか。私は子どもに対してそのような思いを抱くことがあります。このよ

うに、さまざまな人と出会う時に、私たちはある時には苛立ちを覚え、怒りに心が満たされることがあり

ます。 

ですから、まさに、この「寛容・忍耐」というのは、私たちが強い薬を飲む時に胃を荒らさないために



胃薬を併用して飲むように、「戒め・励まし・助け」と「寛容・忍耐」はセットにして（合わせて）相手と

接する必要があります。もしあなたが、「戒め・励まし・助け」を与える時に、寛容さを忘れ、忍耐をどこ

かに置いてしまっていたら、あなたは、だれかに対して怒りや苛立ちの思いを持ってしまい、さらにひど

い状態になってしまいます。Ⅰコリント１３：４でパウロは、この「寛容・忍耐」は、愛のひとつだと述

べています。ですから私たちは、私たちの内側をよく吟味し、注意しなければいけません。 

５．悪をもって悪に報いないように気をつける １５節 

パウロは１５節で「だれも悪をもって悪に報いないように気をつけ、お互いの間で、またすべての人に対して、

いつも善を行うように務めなさい。」と述べています。ここでパウロは二つの勧めをしています。一つが「消

極的な勧め」で、もう一つは「積極的な勧め」です。 

「消極的な勧め」は、「だれも悪をもって悪に報いないように気をつけなさい」ということです。私たちが

隣人と交わりや奉仕をする時、その人があなたを拒むことがあります。ひどい時は、あなたと対立した

り、あなたを責めることもあるでしょう。また、あなたが伝える神様のみこころを理解しようとせず、無

視することがあるかもしれません。故もなく責められる時に、私たちの心の中には「仕返しをしてやろ

う」、「言い負かしてやろう」という、相手に報いたい誘惑が出てきます。この誘惑は、私たちが１４節

の交わりを互いの中で持つ時に、この浜寺聖書教会の中でも出ないとは言い切れません。私たちの内側

に出てくる誘惑です。だれしもがこの誘惑を受ける危険性があります。ですから、「悪をもって悪に報いな

いように」と言われているとおり、決して仕返しや復讐をしてはいけないのです。もし私たちが、この誘

惑にかられるのであれば、次のみことばを思い出す必要があります。ローマ１２：１９の「愛する者たち、

自分で復讐してはいけません。神の怒りに任せなさい。それは、こう書いてあるからです。「復讐はわたしのする

ことである。わたしが報いをする、と主は言われる。」」です。故もなくあなたを責めている隣人の責任は、

主が報いを与えると教えています。復讐は神様のものです。もしあなたが、相手に悪を仕返すなら、それ

は神様の働きを盗むことになるのです。またそれだけでなく、あなたが神様のようになっているのです。

あなたが神であるかのようにさばきを行おうとしているのです。これは傲慢の罪です。私たちはこのよ

うな恐ろしい罪の誘惑を受けるのです。 

では、どうすれば良いのでしょう。パウロは「気をつけなさい」と言っています。この「気をつける」は、

「見張る」や「注視する」という意味があります。私たちが隣人と交わり、仕える中で、隣人に悪をもっ

て悪に報いないように、私たちは常に自分の内側を吟味し、動機をチェックしなければなりません。相手

に対して、「私は今どのような思いで伝えようとしているのだろうか」と問う必要があるのです。それは

互いの間でもそうです。どのような思いでこのことを相手に伝えたのかを、互いの間でチェックし合う

ことはとても大事なことです。 

「悪に報いないように気をつける」だけでなく、私たちは「積極的な勧め」として、「お互いの間で、また

すべての人に対して、いつも善を行うように務めなさい。」と言われています。「悪」と真逆に位置している

のが「善」です。これは、主にあって相手に良いことをしようと務めることです。呪いに対して祝福を、

敵意に対して友好的態度を相手に示すことです。パウロはほかの手紙の中でもこのように教えています。

ローマ１２：１４で「あなたがたを迫害する者たちを祝福しなさい。祝福すべきであって、呪ってはいけません。」

と。Ⅰテサロニケ５：１５の「いつも善を行うように務めなさい。」という「務めなさい」は、「追跡する・

追いかける」ということばが使われていますが、ある個所では「迫害する」とも訳されていることばです。 

パウロは、かなり強いことばをここで使い、テサロニケのクリスチャンたちに、「あなたがたは善を追求

しなさい、追い求めなさい」と強く勧めているのです。つまり、私たちにとってこれは、してもしなくて

も、どちらでも良いものではありません。しなければいけないことなのです。このことを追求しなければ

ならないのです。これは、教会内の兄弟姉妹だけではありません。ここには「すべての人に対して」という

ことばが付け加えられています。つまり、教会の外の人たちに対しても、悪に対して悪を報いてはいけな



いのです。むしろ善を行うように追求しなさいと教えられています。相手に復讐するのではなく、相手に

とって、主にあって良いことを行うことなのです。 

教会の中だけでなく、皆さんの家庭や職場の中で、実践しなければなりません。たとえば、朝に夫婦喧

嘩をしたとします。奥さんは夕食の準備をしている時に、朝の出来事を思い出して腹を立て、「きょうの

おかず一品減らしてやろう」となるなら、これは悪に対して悪で報いています。私たちはどうするべきで

しょう。朝の出来事に腹立たしい思いを抱いても、愛する自分の半身が帰ってくるのです。彼を愛して、

善を行うことは何でしょう。むしろ一品増やしてあげてください。ご主人の好きなおかずを一品増やし

てあげましょう。私たちが苛立つ時、悪に対して悪をもってし返そうとしてしまいます。しかし、それを

してはいけないのです。善を行うのです。私たちは交わりの中で、これを実践しなければなりません。 

私は、１９９９年から２０１１年の約１１年の間、ここにおられる方々や、すでに召されて天におられ

る方々など、多くの皆さんから、このみことばの実践を受けました。主が、多くの人々を通して、私を育

ててくれました。まだまだ未熟ではありますが、確実に、この浜寺聖書教会の交わりの中で、このみこと

ばは実践されていました。私はそれを受けたのです。そして、きょう見たみことばは、これからも皆さん

の中で行われ続けていくことを期待しています。教会のリーダーとともに、これまでと同様に、これから

もみことばを実践し、主が喜んでくださる教会へと成長していかれることを祈っています。 


